
書式第 12号 (法第 28条関係)

2021年度 事業報告書

2021年 4月 1日 から2022年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人成年後見推進ネットご″″'ら

1.事業実施の成果

コロナ禍での活動も2年 目となった 2021年度は、4月 下旬から5月 末まで続いた緊急事態宣言の影

響で 6月 の「これから塾」が中止となりましたが、一方でワクチン接種が順調に進んだこともあり、計

画 した活動をほぼ実施することができました。今年度も会員の皆様をはじめ練馬区内の関係諸機関や

地域の福祉団体の皆様には変わらないご支援を賜 り、心より感謝申し上げます。今年度は、次のような

活動を主に行いました。

「成年後見制度の啓発普及事業」は、地域包括支援センターや練馬区内外の団地の自治会の依頼で講

師を 3回派遣 し、それぞれ、終活での「これからノー ト」の活用方法、遺言書、看取 り後の手続きと相

続等について出張講座を行いました。地域福祉パワーアップカレッジね りま同窓会の依頼により、つな

がるカレッジね りま福祉コースの企画授業に理事長ら 2名 が参加 してごれからの活動方針・活動内容

を紹介 し、在校生に「これから塾」での現場体験の参加を募 りました。昨年度に発行 した小冊子「後見

人が走る」を会員や関係諸機関等に寄贈 したところ好評を得、連続講座においても紹介 して頒布 しまし

た。

練馬区社会福祉協議会権利擁護センターほっとサポー トねりま主催の「弁護士による『遺言・相続・

成年後見制度』講演会」に理事長ら 2名 が参加して、成年後見制度の利用や後見人に対する個別相談

のプースを担当しました。

「成年後見人育成の教育事業」では、コロナ感染拡大により昨年度に開催を中止 した、高齢者や障が

い者の方と接する機会の多い専門職の方に向けて後見制度への理解を深めてもらう「連続講座」を、10

月から 12月 にかけて開催 しました。連続講座には専門職だけでなく家族後見人や介護家族、そのほか

成年後見制度を学びたいと考える様々な方々に参加 していただき、その内容に毎回多くの満足をいた

だくことができました。特に第 4回の事例発表とグループワークは、参加者の様々な立場からの意見

を聞くことができて良かったと好評でした。

また、9月 には三密対策を徹底 して、昨年度同様にフリー トーク形式で会員のつどいを行いました。

参加者一人一人の日々のボランティアやその他の活動、ACP(人生会議、自分の最期の迎え方の話 し合

い)について等を話題にじつくり話 し合い、ときおり笑い声もあがる充実したつどいとなりました。

「認知症高齢者、障がい者及び介護家族への支援事業」では、「これから塾」は 6月 以外毎回実施で

きました。今年度も昨年度 と同様に同じ内容を 2回行い、各回定員を設けて事前申込制にしました。事

前に撮影 した動画による講座を上映 し、会場では質疑応答だけ行 う形式で 10月 まで開催 しましたが、

ワクチン接種が進みコロナ感染が落ち着いてきたので、11月 からは会場で直接話をする形に戻すこと
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ができました。

「成年後見人等の受任事業」では、4月 にお一人の被後見人が逝去され任意後見が終了しました。そ

の後、生前に契約していた死後事務を行い、その方についての全ての事務を8月 に終了しました。6月

に新規で「委任契約及び任意後見契約」を結び、今年度末時点で 2件の委任事務を実施しています。新

規の任意後見委任者とは9月 に死後事務委任契約も結びました。

「成年後見人ネッ トワーク構築事業」では、11月 、3月 に練馬区社会福祉協議会権利擁護センター

ほっとサポー トね りま主催のNPO団 体懇談会に参加 しました。また、2月 にほつとサポー トねりま主

催 「ね りま成年後見ネットワーク連絡会」 (オンライン会議)に参加する等、引き続き地域の成年後見

関係団体や専門職 との関係づくりの強化に努めました。

コロナ禍での新 しい日常にも慣れてきて、今年度の活動をほぼ計画通 りに実行することができまし

た。コロナ前に比べて参加者を 100名募るほどの大規模な講演会は実施できませんでしたが、成年後

見制度の連続講座など会員、関係諸機関や地域の皆様のニーズに焦点を当てた企画を実施することで、

地域密着型 PヽO法人としての手ごたえを感 じました。これからも皆様 とのご縁を大切にしながら、認

知症高齢者、障がい者、介護家族との関係づくりにもつながるように地道に活動を続けてまい ります。

，
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2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

一
●

事業名 事業内容 実施 日時 実施場所

従事者
の人数

受益対象者

の範囲及び

人数

事 業 費
の金額

(千 円)

成年後見

制度の啓

発普及事

業

講師派遣 :終活の概

要説明と 「これか ら

ノー ト」の書き方

6月 29日 光が丘 7丁 目

団地集会室

2 近隣住民 11人 136

練馬区消費生活展

(パネル展のみ)

10月 4～ 13

日

練馬区役所 1

階ア トリウム

4 練馬区民等多数

地域福祉パ ワーアッ

プカレッジね りま同

窓会主催のつながる

カレッジね りま福祉

コース企画授業で事

業説明

10月 19日 練 馬 区 立 区

民・産業プラ

ザ (コ コネ リ)

3階研修室 2

2 つながるカレッ

ジね りま福祉コ

ース在校生

16人

講師派遣 :f遺言書に

まつわるあれこれ」

10月 20日 東久留米市滝

山団地集会室

2 近隣住民 10人

講師派遣 :「看取 り後

の手続きと相続等」

12月 21日 光が丘 7丁 目

団地集会室

1 近隣住民 10人

機関紙発行

No.56～ 58

5月

8月

12月

会員及び関係機

関

各号 300部

練馬区社会福祉協議

会権利擁護センター

ほっとサポー トね り

ま主催の弁護士によ

る「遺言・相続・成年

後見制度」講演会に

参加、個別相談のブ

ース担当

2022年

3月 4日

練 馬 区 立 区

民・ 産業プラ

ザ Cocone�

ホールと

Z00M

2 練馬区民等

106人

「つながるフェスタ

2022パネル展&ワー

クシヨンプ」

参 加 形 式 ヘ

の対応 が 困

難 の た め不

参加



事業名 事業内容 実施 日時 実施場所

従事者
の人数

受益対象者

の範囲及び

人数

事 業 費

の金額

(千 円)

「これからノー ト」

の頒布

随時 頒布 51冊

寄贈 ・ 冊

小冊子 「後見人が走

る」活用

随時 頒布 15冊

寄贈 96冊

成年後見

人育成の

教育事業

会員のつどい「人と

会う、話す、笑う」

9月 26日 貫井地区区民

館会議室

8 会員及び関係

者

4人

172

連続講座 「介護や福

祉の現場を支えるみ

なさんが知っておき

たい成年後見制度」

10/10^V12ノ5

全 5回

練 馬 区 立 区

民・産業プラ

ザ (コ コネリ)

多目的室他

10 専門職、会員

及び区民等

延べ 102人

認知症高

齢者・障

がい者、

介護家族

への支援

事業

「これから塾」開催

・寸劇による成年後

見制度 Q&A
・夏に負けない !上

手な水分補給

・遺言書にまつわる

あれこれ

・知っておきたい介

護保険～仕組みと

使い方～

・詐欺被害の防止策

・高齢期の住まいあ

れこれ

。消費者契約につい

て知ろう

・障害福祉サー ビス

を知ろう

・新型 コロナウイル

ス感染症の現状 と

私たちにできる対

策

4月 6日

7月 6日

8月 3日

9月 7日

10月 5日

11月 2日

12月 7日

2022年

2月 1 日

3月 1 日

街か どケアカ

フェこぶ し 4

10

14

10

10

21

16

9

6

区民等  9人

同

同

同

5人

6人

10人

同

同

同

4人

7人

6人

同

同

14人

12人

58

成年後見

人等の受

任 事 業

・任意後見契約 1件

終了

・委任契約及び任意

279

４
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事業名 事業内容 実施 日時 実施場所

従事者
の人数

受益対象者

の範囲及び

人数

事 業 費

の金額

(千 円)

(遺言執

行、葬儀

等の死後

事務 を含

む)

後見契約新規 1件

増    計 2件

・死後事務委任契約

1件終了、新規 1件

増    計 2件

・委任事務実施 2件

・任意後見事務実施

1件

・死後事務実施 1件

各月 3～5回 委 任 者 の 自

宅、入所施設

外

5

3

3

2人

1人

1人

成年後見

人ネ ット

ワーク構

築事業

練馬区社会福祉協議

会権利擁護センター

ほっとサポー トね り

ま主催NPO団 体懇

談会参加

2021 ¬「  11

月 10日

2022年 3月

15日

練馬区社会福

祉協議会 ボ

ランティア地

域福祉推進セ

ンター会議室

練 馬 区 立 区

民 。産業プラ

ザ (コ コネ リ)

研修室 4

1

1

練馬区内成年後

見NPO団 体関

係者

16

練馬区社会福祉協議

会権利擁護センター

ほっとサポー トね り

ま主催 「ね りま成年

後見ネ ッ トワーク連

絡会」参加

2022年 2月

15日

オンライン

会議

2 練馬区内の成年

後見人・関係機

関

街かどケアカフェこ

ぶ し地域連携会議

参加

毎月第一本

曜 日

練馬高野台駅

前地域集会所

各回

1

街かどケアカフ

ェこぶし参加団

体

【その他の活動】

練馬区消費生活展実行委員会委員

練馬区社会福祉協議会権利擁護センターほっとサポー トねりま運営委員会委員

練馬区社会福祉協議会法人後見あり方検討会委員会委員

練馬区社会福祉事業団評議員

練馬区地域福祉計画推進委員会 権利擁護部会委員

″
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【事務局体制及び広報体制】

企画会議 : 毎月第 2火曜日午前 10時～12時

事務局開設場所 : 石神井公園区民交流センター 消費者団体活動室

ブログ開設 : hL望 :/ん唾 anpan.lnfoな
一

【会員数】 正会員 25名 賛助会員 22名 賛助会員団体 1団体 計48名  2022.3.31現在

＾
０



書式第13号 (法第28条関係 )

I 経常収益

1 受取会費

①正会員

②賛助会員

③団体会員

受取会費計

2受取寄付金収入

①個人寄付金

②団体寄付金

③受取寄付金計

3受取助成金等

①練馬区社会福祉協議会

受取助成金計

4事業収益

①講座等参加費収入

②資料頒布収入

③支援事業収入

④成年後見等受任事業収入

⑤講師派遣収入

5その他の収益

受取利息

経常収益計

I経常費用

1事業費

①報酬

②講師謝礼

③事務用品費

④印刷費

⑤通信運搬費

活 動 計 算 書

2021年4月 1日 から2022年3月 31日 まで

特定非営利活動法人成年後見推進ネットこれから

(単位:円 )

153,000

76,321

19,346

30,610

56,966

-1 -

科   目 金  額

144,000

63,000

6,000

379,500

10,000

60,000

45,000

33,000

5,000

610,000

23,000

213,000

389,500

60,000

716,000

，

‘

1,378,502



⑥消耗品費

⑦交通費

③会場等使用料

⑨諸会費

⑩保険料

①支払い手数料

事業費計

2管理費

①報酬

②事務用品費

③印刷費

④通信運搬費

⑤交通費

⑥会議費

⑦保険料

③支払手数料

管理費計

経常費用計

8,412

269,580

28,500

7,000

10,000

3,970

664,205

813,641

当期正味財産増加額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

24,000

46,603

1,903

45,582

21,087

800

5,000

4,461

149,436

564,861

1,424,518

1,989,379

-2-



書式第15号 (法第28条関係 )

貸 借 対 照 表

2022年3月 31日現在

特定非営利活動法人成年後見推進ネットこれから

(単位 :円 )

科 目 金  額

I 資産の部

1流動資産

(1)現金預金

手元現金

ゆうちょ銀行普通預金 会費口座

ゆうちょ銀行普通預金 運営口座

(2)未収金

(3)前払費用

流動資産計

2固定資産

資産合計

Π 負債の部

1流動負債

(1)前受金

流動負債計

2固定負債

負債合計

皿 正味財産の部

1前期繰越正味財産

2当期正味財産増加

正味財産合計

負債及び正味財産合計

62,857

1,803,208

91,314

25,000

10,000

1,992,379

0

1,992,379

0

3,000

3,000

0

3,000

1,989,379

0

1,424,518

564,861

1,992,379

-1 -



書式第16号 (法第28条関係)

2021年度 計 算 書 類 の 注 記

特定非営利活動法人成年後見推進ネットこれから

1.重要な会計方針

(1)計算書類の作成はNPO会計基準(2010年7月 20日 、2017年 12月 12日 最終改正

NPO法人会計基準協議会)によっています。

(2)消費税などの会計処理は税込方式によっています。

2事業費の内訳 (経常収益は活動計算書に記載済みのため省略)〈単位:円 )

3.役員およびその近親者との取引の内容

役員およびその近親者との取引は以下の通りです。

( 位 :円 )

支出科目
啓発普及

事業
教育事業 支援事業

成年後見等
受任事業

ネットワーク構
築事業

合計

報酬

講師謝礼

事務用品費

印刷費

通信運搬費

消耗品費

交通費

会議費

会場等使用料

諸会費

保険料

手数料

12,000

0

18,987

8,736

29,764

0

63,276

0

2,000

2,000

0

0

0

76,321

0

18,387

470

4,234

45,656

0

26,5〔XD

0

0

l l10

0

0

249

3,437

26.222

1110

28,929

0

0

0

0

0

141,OЮ0

0

110

50

510

4,068

119,763

0

0

0

10,∞0

3.860

0

0

0

0

0

0

11,956

0

0

5,000

0

0

153,〔X】0

76,321

19,346

30,610

56,966

8,412

269,580

0

28,5(Ю

7,000

10,OЮ0

3,970

合計 136,763 172,178 58,947 279,361 16,956 664,205

科  目
(活動計算書 )

財務諸表に計上された
金額

内、役員及びその近親者
との取引

受取寄附金 389,500 14,OЮ0

-1-



書式第17号 (法第28条関係 )

財 産  目 録
2022年3月 31日 現在

特定非営利活動法人成年後見推進ネットこれから

(単位 :円 )

科 目 金額

I 資産の部

1流動資産

現金預金

・手元現金

・ ゆうちょ銀行普通預金 会費口座

・ゆうちょ銀行普通預金 運営口座

未収金

前払費用

資産合計

I負債の部

1流動負債

前受金

負債合計

正味財産合計

62,857

1,803,208

91,314

1,957,379

25,000

10,000

1,992,379

3,000

3,000

1,989,379

-1-



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2021年 度年間役員名簿」層:篇魔[ど堀瑞厳騒lξ鮒惑踊編織製麗需
所
=

盤il」塵堕Ш置塾塗△」≧蟹 L星進土室:2L二上金二_

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

□各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬 を受 けた期間

(該 当者のみに記入)
氏    名

1

⌒

【理 事,監 事
V

サカイ   レイコ 2021年 4月 1日

2022年 3月 31日

年  月  日

年  月  日酒 井 玲 子

2

“

ヨコヽ 監事
ヽ中′

サトウ  エリコ 2021年 4月 1日

2022年 3月 31日

年  月  日

年  月  日佐藤 ゑり子

3 〔理事〕監事
V

アサミ   ヒロミ 2021年14月 1日

2022年 3月 31日

年  月  日

年  月  日浅見 ひろみ

4

⌒

Q,監事
f^' )7't 2021年 4月  1日

2022年13月 31日

年 月

月

日

日年千葉 信子

5 窮́｀監事
ヽ中′

ハシモト  クコ 2021年 4月  1日

2022年13月 31日

年 月

月

日

日年橋本 久美子

6 理事

ゴトウ ヨシコ 2021年 4月  1日

2022年 3月 31日

年 月

月

日

日年後藤 美子
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設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

2022年 3月 31日 現在
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氏   名

1
浅 見 ひろみ

2 喜 多 浩 子

3 後 藤 美 子

4 酒 井 玲 子

5
酒 向 美樹子

6 佐 藤 ゑ り子

7 高 野 裕 子

8 千 葉 信 子

9 橋 本 久美子

10
小 泉 晴 子

11

12


